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初競り威勢よく
      松葉ガニ漁解禁

　11 月 6 日、柴山港で解禁
したばかりの松葉ガニが次々
と市場に並べられ、カランカ
ランという鐘の音と競り人の
威勢のよいかけ声を合図に初
競りが始まりました。
　この日の雄ガニの最高値
は、66,660 円でした。
　冬の味覚の王様“松葉ガニ”
　今年もカニの本場の“熱い”
季節が始まりました。
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第
2
回
香
美
町
青
少
年
育
成
町
民
集
会
・
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
学
習
体
験
発
表
会
・
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

 

伝
統
･
文
化
・
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
学
ぶ

　

香
美
町
で
は
、
青
少
年
育
成
推
進

会
議
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
母
体
と

な
り
、
各
区
の
特
色
を
活
か
し
な
が

ら
地
域
を
あ
げ
た
青
少
年
健
全
育

成
活
動
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
25
日
、
町
の
重
点
施
策
で
あ

る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
や
Ｐ
Ｔ
Ｃ

Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
一
本
化
し
た
「
香

美
町
青
少
年
育
成
町
民
集
会
・
子

ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
学
習
体
験

発
表
会
・
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
香
住
区
中
央
公
民
館
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
伝
統
・

文
化
や
、
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ

い
か
ら
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の
感

動
体
験
、
自
ら
の
生
き
方
へ
の
〝
気

づ
き
〞
や
〝
思
い
〞
に
つ
い
て
、小
・

中
学
生
が
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
青

少
年
育
成
実
践
活
動
発
表
や
兵
庫

県
立
大
学
環
境
人
間
学
部
の
学
生

に
よ
る
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
し
た
体
験
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
後
の
取
り
組
み
の
方

向
性
に
つ
い
て
、
但
馬
教
育
事
務
所

井
上
正
弘
副
所
長
に
総
括
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

わ
れ
は
海
の
子　

香
住
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
住
小
学
校

ふ
る
さ
と
の
自
然
･
人
か
ら
学
ぶ　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

射
添
小
学
校

　

香
住
小
学
校
の
３
年
生

95
人
が
、
地
域
に
視
点
を

当
て
た
ふ
る
さ
と
を
学
ぶ

学
習
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　

児
童
ら
は
、
カ
ニ
、
海

水
浴
場
な
ど
、
自
分
た
ち

の
住
む
香
住
の
〝
自
慢
〞

を
次
々
に
元
気
な
声
で
発

表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
も
と
も

と
島
だ
っ
た
岡
見
公
園
が

今
の
陸
続
き
の
姿
に
な
っ

た
経
緯
や
香
美
町
海
の
文

化
館
の
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ

カ
イ
の
は
く
製
が
世
界
で

も
香
住
に
し
か
な
い
こ
と

な
ど
、
地
域
の
人
に
教
え

て
も
ら
っ
た
り
、
自
分
た

ち
で
調
べ
た
り
し
て
、
感

動
し
た
こ
と
な
ど
を
発
表

し
、
参
加
者
も
感
心
し
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

　

射
添
小
学
校
の
3
〜
5

年
生
31
人
が
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
学
ん
だ
和

佐
父
の
棚
田
の
紹
介
、
矢

田
川
ミ
ニ
ミ
ニ
ク
リ
ー
ン

作
戦
や
ア
ユ
の
放
流
な
ど

の
体
験
を
発
表
し
、「
矢
田

川
の
自
然
環
境
は
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
手
で
守
ろ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
射
添
地
区
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
芸
踊
り
や

長
板
区
の
花
嫁
行
列
、
和

田
区
の
菖し

ょ

う

ぶ蒲
綱
づ
く
り
な

ど
の
伝
統
行
事
の
貴
重
さ

や
伝
承
す
る
地
域
の
人
々

の
苦
労
話
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
実
際
に
地
元
の

川
会
芸
能
保
存
会
か
ら
教

わ
っ
た
長
楽
太
鼓
を
披
露

し
、
盛
大
な
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。



　

井
上
氏
は
「
ふ
る
さ
と
学
習
は
、
小
学
校
１
・
２

年
生
で
は
〝
楽
し
む
〞、
３
・
４
年
生
で
は
〝
知
る
〞、

５
・
６
年
生
で
は
〝
考
え
る
〞、
そ
し
て
、
中
学
生
で

は
〝
自
己
の
生
き
方
に
つ
な
い
で
い
く
〞
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
ふ
る
さ
と
教
育
で
は
、
人
・
物も

の

・
事こ

と

の
良
さ
を
発
見
し
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ら
は
常
に
変

化
し
て
い
る
の
で
、〝
創
造

す
る
〞
新
た
な
良
さ
を
生

み
出
す
努
力
も
必
要
で
す
」

と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
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香
住
第
二
中
学
校
２
・
３

年
生
の
有
志
14
人
が
、
地
域

に
出
向
き
体
験
し
て
感
じ

た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
地
元
の
佐
津
谷

に
存
在
す
る
古
墳
を
訪
れ
、

歴
史
的
な
背
景
な
ど
を
学

ん
だ
こ
と
や
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、

お
年
寄
り
に
配
慮
し
た

ゲ
ー
ム
を
考
え
る
な
ど
の

体
験
交
流
を
通
し
て
学
ん

だ
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
香
住
第
二
中
学

校
が
40
年
間
続
け
て
い
る

Ｊ
Ｒ
佐
津
駅
構
内
の
清
掃

活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
な
ど
を
寸
劇
で
表
現
し

ま
し
た
（
右
写
真
）。
寸
劇

で
は
、
清
掃
活
動
中
の
乗

客
と
の
出
会
い
や
会
話
を

コ
ミ
カ
ル
に
表
現
し
、
会

場
か
ら
は
笑
い
声
と
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
清
掃
活
動
を

通
し
、
生
徒
同
士
の
親
睦

が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
の
人
々
と
の
大
切
な

ふ
れ
あ
い
の
場
に
も
な
っ

て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で

し
た
。

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ　

ｍ
ｅ
ｅ
ｔ　

ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ

―
ふ
る
さ
と
に
親
し
み
、
共
に
生
き
る
心―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
住
第
二
中
学
校

　

矢
田
川
学
習
塾
は
、
長
井

小
学
校
の
4
〜
6
年
生
を
対

象
に
矢
田
川
の
河
川
敷
で
行

う
キ
ャ
ン
プ
で
、
約
20
年
前

か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
川
遊

び
や
飯
ご
う
炊
さ
ん
、
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
通

じ
、
子
ど
も
た
ち
の
創
意
工

夫
や
仲
間
意
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
キ
ャ
ン
プ
に
必
要

な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る

も
の
で
す
。

　

村
尾
会
長
は
「
清
流
矢
田

川
の
す
ば
ら
し
い
自
然
の
な

か
で
、
大
人
が
地
域
を
挙
げ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
3
月
に
香
美
町
と
学
生
の
教
育
研
究
活
動
の
推

進
と
新
し
い
町
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
に
相
互
に
連
携
・
協

力
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学

部
の
学
生
た
ち
が
、
小
代
区
の
雪
合
戦
大
会
や
ふ
る
さ
と
語

り
部
講
座
な
ど
に
参
加
し
、
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
学
部
3
回
生
（
写
真
右
3
人
）
は
「
香
美
町
は
、
都
会

に
は
な
い
、
特
有
の
自
然
や
食
材
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
町
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
自
然
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
香
美
町
に
来
た
い
」
と
述
べ
、
①
大
学
の
学
園
祭
で
香

美
町
の
人
が
自
然
や
特
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
を
作
る
こ

青
少
年
育
成
実
践
活
動
発
表

矢
田
川
学
習
塾
に
つ
い
て

長
井
地
区
青
少
年
育
成
推
進
会
議　

村
尾
和か

ず

み三
会
長

兵
庫
県
立
大
学
環
境
人
間
学
部 

学
生
体
験
発
表

「
私
た
ち
の
見
た
香
美
町
」

総
括
コ
メ
ン
ト

但
馬
教
育
事
務
所
副
所
長 

井
上
正
弘 

氏

と
、
②
大
学
で
香
美
町
の
特
産
品
の
試
食
会
を
行
う

こ
と
、
③
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
香
美
町
紹
介
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
や

教
員
が
香
美
町
を
訪
問
し
て
研
究
す
る
際
に
、
空
き

家
な
ど
を
利
用
し
た
研
究
拠
点
を
作
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
学
院
2
回
生
の
中

国
か
ら
の
留
学
生
た
ち

（
写
真
左
2
人
）
は
、
①

多
く
の
留
学
生
が
香
美
町

を
訪
れ
、
多
文
化
交
流
を

図
る
こ
と
、
② 

私
達
の

故
郷
（
中
国
）
に
香
美
町

の
こ
と
を
紹
介
す
る
こ

と
、
③
香
美
町
の
故
郷
体

験
講
座
を
大
学
で
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
を
提
案
さ

れ
、
今
後
の
取
り
組
み
の

参
考
に
な
り
ま
し
た
。
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人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
18
年
度
の
町
の
職
員
の
任
用
、
給
与
、
服
務
な
ど
の
人
事
行
政
の
運

営
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
は
、「
地
方
公
務
員
法
」
お
よ
び
「
香

美
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
人

事
行
政
の
公
平
性
、
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

１．職員の任免および職員数の状況　　　　　　　　　         

①採用と退職

職　　種 採　用 退　職

一般行政職 ― 5人

教　育　職 1人 3人

医　師　職 4人 5人

医療技術職 ― 4人

看　護　職 ― 1人

技能労務職 ― 5人

常 勤 嘱 託 ― 3人

合　　　計 5人 26 人

※採用は、平成 18 年 4 月 2 日～平成 19 年
　4月 1日
※退職は、平成 18 年度中

③部門別職員数の状況
（各年 4月 1日現在）

部　門 区　分
職　員　数 対前年

増減数18年度 19 年度

一般行政部門

一般管理 140 人 130 人 △ 10 人

福　　祉 65人 64 人 △ 1人

小　　計 205 人 194 人 △ 11 人

特別行政部門 教　　育 55人 52 人 △ 3人

公営企業等
会 計 部 門

病　　院 82人 76 人 △ 6人

水　　道 11人 10 人 △ 1人

下水道 12人 11 人 △ 1人

その他 18人 19 人 1人

小　計 123 人 116 人 △ 7人

合　　　計 383 人 362 人 △ 21 人

※地方公共団体定員管理調査による職員数で、町長、副町長
　を除いた人数。

②昇任と降任
（平成 18 年度中）

区　　分 昇　任 降　任

部 長 級 2人 ―

次 長 級 ― ―

課 長 級 3人 ―

副課長級 6人 ―

課長補佐級 4人 ―

係 長 級 1人 ―

主 査 級 9人 ―

合 　 計 25人 0人

※昇任とは現在の職より上位の職に任用さ
　れること、降任とは現在の職より下位の
　職に任用されること。

④定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）
　の概要　　　　　　　　　　　 （各年 4月 1日現在）

部門別人数
（ 進 捗 率 ）

18年度 19 年度
17 ～ 22
年 度 の
数値目標

22年度

一 般 行 政
部 　 門

205 人
（45.5％）

194 人
（78.8％）

△ 33 人 187 人

特 別 行 政
部 　 門

55人
（25.0％）

52 人
（50.0％）

△ 12 人 46 人

公営企業等
会 計 部 門

51人
（100％）

51 人
（100％）

△ 5人 51 人

合 　 計
311 人
（46.0％）

297 人
（74.0％）

△ 50 人 284 人

※病院医療職員および会計間異動職員を除く。

２．職員の給与の状況　　　　　　　　　　　　　　　 

①人件費の状況（普通会計決算 )
( 平成 18 年度 )

平成 1 8 年度末現在
住 民 基 本 台 帳 人 口 

22,054 人

歳 出 額 （ Ａ ） 14,765,784 千円

実 質 収 支 272,010 千円

人 件 費 （ Ｂ ） 2,127,840 千円

人件費率Ｂ／Ａ 14.4％

前年度の人件費率 14.7％

※人件費には、一般職給与や共済費（社会保険料）
　のほかに、特別職給与、議会議員報酬、各種委
　員や消防団員など非常勤職員に支給される報酬
　などを含みます。

②職員給与費の状況（普通会計決算 )　
　　　　　　　　　　　　　( 平成 18 年度 )

職　員　数 （Ａ） 234 人

給与費

給 料 885,890 千円

職 員 手 当 138,561 千円

期末・勤勉手当 362,076 千円

計 （ Ｂ ） 1,386,527 千円

一人当たり給与費Ｂ／Ａ 5,925 千円

※職員手当には、退職手当を含みません。
※職員数は、平成 18 年 4月 1日現在の人数です。

③職員の平均年齢、平均給料月額および平均給
　与月額の状況

　( 平成 18 年 4月 1日現在 )

一般行政職

平 均 年 齢 40.8 歳

平均給料月額 321,200 円

平均給与月額 374,219 円

技能労務職

平 均 年 齢 51.6 歳

平均給料月額 341,400 円

平均給与月額 373,204 円

教　育　職

平 均 年 齢 45.4 歳

平均給料月額 357,580 円

平均給与月額 378,529 円

④ラスパイレス指数の状況
　　　　　　　( 各年 4月 1日現在 )

平成 18 年度 94.9％

平成 17 年度 95.5％

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を
　100 とした場合の本町職員の給与水準を示す指数。

⑤職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　  　( 平成 18年 4月 1日現在 )

区　　　分 香美町 国

一般行政職
大 学 卒 170,200 円 170,200 円

高 校 卒 138,400 円 138,400 円

技能労務職
高校卒 1 級 140,300 円 ―

高校卒 2 級 145,100 円 ―

教　育　職
大 学 卒 170,200 円 ―

短 大 卒 151,000 円 ―
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⑥職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成 18 年 4月 1日現在 )

区　分
経験年数
10年

経験年数
15年

経験年数
20年

一般行政職
大学卒 259,900 円 316,125 円 359,560 円

高校卒 225,350 円 272,200 円 324,900 円

技能労務職
高校卒 ― ― 271,767 円

中学卒 ― ― ―

教　育　職
大学卒 ― ― 381,000 円

短大卒 222,400 円 251,700 円 ―

※経験年数は、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している
　場合の年数。

⑦一般行政職の級別職員数などの状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　( 平成 18 年 4月 1日現在 )

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級 主事 11人 5.2％

2 級 主事 27 人 13.0％

3 級 係長、主査 73人 35.1％

4 級 課長補佐、係長 39人 18.8％

5 級 課長、副課長、課長補佐 39人 18.8％

6 級 理事、部長、次長、課長 19人 9.1％

合　　計 208 人 100.0％

※町の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職員の代　
表的な職務です。

⑧職員手当の状況
(1) 期末・勤勉手当　　　　　　　　   　　( 平成 18 年 4月 1日現在 )

区　分
香美町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月期 1.40 月 0.725 月 1.40 月 0.725 月

12 月期 1.60 月 0.725 月 1.60 月 0.725 月

計 3.00 月 1.45 月 3.00 月 1.45 月

加算措置
職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

職制上の段階、職務の
級などによる加算措置

(2) 退職手当　　　　　　　　　　　   　　( 平成 18 年 4月 1日現在 )

区　分
香美町 国

自己都合 勧奨 ･定年 自己都合 勧奨 ･定年

勤続 20年 23.50 月 30.55 月 23.50 月 30.55 月

勤続 25 年 33.50 月 41.34 月 33.50 月 41.34 月

勤続 35 年 47.50 月 59.28 月 47.50 月 59.28 月

最高限度額 59.28 月 59.28 月 59.28 月 59.28 月

加算措置
定年前早期退職特例措
置（2％～ 20％加算）

定年前早期退職特例措置
（2％～ 20％加算）

退 職 時
特別昇給

なし なし

(3) 地域手当　　　　　　　　　　　　    　( 平成 18 年 4月 1日現在 )

支給対象地域 支 給 率
支給対象
職 員 数

国の制度
（支給率）

なし 0％ 0人 0％

※本町では、平成 18 年 4月 1日から平成 17 年度まで支給して
　いた調整手当を廃止し、地域手当は導入していない。

(4) 特殊勤務手当（普通会計決算）　　　　       　( 平成 18 年度 )

区　　　分 全職種

支給実績 711,000 円

支給職員一人当たり平均支給年額 64,636 円

職員全体に占める手当支給職員の数（割合） 11 人（4.7％）

手当の種類

危険作業手当

死体処理従事手当

廃棄物処理業務手当

(5) 時間外勤務手当（普通会計決算）　　          　( 平成 18 年度 )

区　　　分 全職種

支給実績 36,182,000 円

支給職員一人当たり平均支給年額 268,014 円

(6) そのほかの手当

手　当　名 内容および支給単価
国の制度との比較

違いの有無 相違点

扶養手当

扶養親族のある職員に対して支給
①配偶者：月額 13,000 円
②配偶者以外の 2人目まで：月額 6,000 円
③配偶者以外の 3人目以降：月額 5,000 円
　※ただし、扶養親族でない配偶者がある場合は、1人目は月額 6,500 円、配
　　偶者がない場合は、1人目は月額 11,000 円　
※特定期間（16歳～ 22 歳）の子は、5,000 円を加算

無 ―

住居手当

①自ら居住するための住宅を借り受け、家賃を支払っている職員に対して支給
　支給限度額：月額 27,000 円
②自宅居住者で世帯主である職員に対して支給
　月額 3,500 円

一部異なる
自宅は、2,500 円（た
だし、新築または購入
してから 5年間 )

通勤手当

通勤のため交通機関、交通用具（自動車など）を使用している職員（通勤距離
が 1㎞未満である職員を除く）に支給
①交通機関などを利用
・運賃など相当額（鉄道など利用者は 6ヵ月定期券の額）
・支給限度額：月額 55,000 円
②交通用具利用
・通勤距離に応じて月額 1,000 円～ 26,700 円

一部異なる
交通用具利用の場合、
国は月額 24,500 円以
内、2㎞未満は無支給

⑨特別職の報酬などの状況           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成 18 年 4月 1日現在 )

区　　　分 月　　額
類 似 団 体 の
最高額／最低額

区　　　分 支給割合

給　料
町　長 654,400 円（818,000 円） 905,000 円／ 690,000 円

期末手当

町　長 6 月期　2.10 月
12月期　2.25 月
合 　計　4.35 月助　役 555,900 円（654,000 円） 724,000 円／ 540,000 円 助　役

報　酬

議　長 288,900 円（321,000 円） 356,000 円／ 269,300 円 議　長 6 月期　2.10 月
12月期　2.25 月
合　計　4.35 月

副議長 213,300 円（237,000 円） 273,000 円／ 217,800 円 副議長

議　員 192,600 円（214,000 円） 252,000 円／ 197,000 円 議　員

※給料および報酬の（　）内は、平成 17 年度の金額（減額措置前）で、平成 18 年 4月 1日から町長 20％、助役 15％、議会議員
　10％を減額しています。なお、「助役」は、平成 19 年 4月 1日から「副町長」に名称を変更しました。

人事行政運営などを公表
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３．職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況　　　　　　　　 
①勤務時間の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成 18 年 4月 1日現在 )

勤務時間
休憩時間・休息時間 週休日

1週間の正規
の勤務時間開始時刻 終了時刻

午前 8時 30 分 午後 5時 15 分
休憩：午後 0時 15 分～午後 1時
休息：午後 0時～午後 0時 15 分
　　　午後 3時～午後 3時 15 分 

土曜日
日曜日

40時間

４．職員の分限および懲戒処分の状況　　　　　　　　 　　　    

５．職員の服務の状況　　　　　　　　 　　　　　　　　   　    

※一般的な職場における勤務
　時間です。なお、休息時間
　は平成 19 年 4 月 1 日から
　廃止しました。

②年次有給休暇の取得状況
　　　　　　　( 平成 18 年 1月 1日～平成 18 年 12 月 31 日 )

概　　　　要 平均取得日数

1年につき 20日付与
※翌年に繰り越し可能（最大 20日）

9.4 日

※年間を通して在職した一般職の平均です。

③育児休業の取得状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成 18 年度 )

平成 18 年度中に新たに育児休業を取得した職員 10人

平成 17 年度から引き続き育児休業を取得してい
る職員

5人

※育児休業とは、職員が 3歳に満たない子を養育するために
　休業することができる制度です。育児休業期間中は、給与
　は支給されません。

①分限処分の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成18年度 )

処分件数
内　　　訳

降　任 免　職 休　職 降　給

3件 0件 2件 1件 0件

※分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身故障のた
　めに職務遂行に支障がある場合や長期休養を要する場合
　などに、公務能率の維持およびその適正な運営の確保を
　目的として、降任、免職、休職、降給させる不利益処分
　のことをいう。

②懲戒処分の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　( 平成 18 年度 )

処分件数
内　　　訳

戒　告 減　給 停　職 免　職

0件 0件 0件 0件 0件

※懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、職
　務上の義務に違反し、または職務を怠った場合、全体の奉
　仕者たるにふさわしくない非行のあった場合に、戒告、減
　給、停職、免職となる不利益処分のことをいう。

①職務専念義務の免除
　職員は、地方公務員法により、職務に専念する義務がありますが、法律または条例に特別の定めがある場合に、
限定的に当該義務を免除されることがあります。条例で職務専念義務を免除できる場合としては、休暇のほか、
「香美町職員の職務に専念する義務の特例に関する条例」で規定しており、下記の場合などがあります。
・職員の資質および職務遂行能力の向上を図るための研修を受ける場合
・職務の遂行に関連のある資格の試験を受験または更新する場合
・職務執行に関し密接な関連のある国、県またはほかの地方公共団体もしくは公共的団体の職務に従事する場合
・消防団員または水防団員としての業務に従事する場合
・定期健康診断または町長が認める健康診断を受ける場合

②営利企業などの従事制限に関する許可
　職員は、地方公務員法により、営利企業などへの従事が制限されています。ただし、任命権者の許可を受け
て営利企業などに従事することが認められています。第 3セクターの役員に就任する場合などがこれにあたり
ます。
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６．職員の研修および勤務成績の評定の状況　　　　　　　　　    
①研修の状況

( 平成 18 年度 )

主　　催　　者 研 修 名 お よ び 受 講 者 数

兵庫県自治研修所
吏員第 1部研修 1 人、吏員第 2部研修 2 人、管理職研修（政策形成コース） 1 人、管理職研修（市
町合併特別コース） 2 人

但馬広域行政事務組合
中堅職員研修 6 人、管理監督職員研修 2 人、法制執務研修 5 人、プレゼンテーション研修 1 人、
行政法研修 2 人、民法研修 5 人、地方自治法研修 3 人、人権教育・啓発研修（中堅職員） 6 人、
人権教育・啓発研修（管理監督職員） 6 人

兵庫県 地域別管理職研修 3 人

( 財 ) 全国市町村国際文化研修所 町村議会事務局職員セミナー 1 人、障害者自立支援法研修 1 人

新温泉健康福祉事務所 こころの健康づくり講演会 22 人

ふれあい旅行実行委員会 第 18回ふれあい旅行に福祉ボランティアとして参加 4 人

①勤務成績の評定の状況
　職員の政策形成能力、業務執行・管理能力などの向上を図るため、平成 18 年度は課長級以上の職員を対象に
人事評価制度（勤務成績の評定）を実施しました。平成 19 年度以降は、全職員を対象に実施します。

７．職員の福祉および利益の保護の状況　　　　　　　　   　　    

①福利厚生の状況
( 平成 18 年度 )

区　　　分 内 容

健康管理 定期健康診断、人間ドック、脳ドック、子宮がん検診を実施

共済制度
職員は、社会保険制度の一環として、兵庫県市町村職員共済組合または公立学校共済組合に加入し、医療、年金
などの給付を受けています。

互助制度
職員は、福利厚生の一環として、（財）兵庫県町村職員互助会または兵庫県学校厚生会に加入し、各種給付など
を受けています。

８．職員の競争試験および選考の状況　　　　   　　　　 　　    

９．公平委員会の報告事項　　　　    　　　　   　　　　 　　    

②公務災害などの認定状況
( 平成 18 年度 )

項　　　目 件　数

公務災害発生件数 3件

通勤災害発生件数 0件

※職員は、公務上または通勤時に発生した災害
　によって身体的損害を受けた場合、補償を受
　けることができます。

                                                           ( 平成 18 年度 )

区　　分 実 施 状 況

競争試験 実施なし

選　　考 医師 4 人、教育職 1 人

( 平成 18 年度 )

区　　　分 実 施 状 況

勤務条件に関する措置の要求状況 0件

不利益処分に関する不服申し立ての状況 0件

※公平委員会は、地方自治法および地方公務員法に定められた、職
　員の勤務条件に関する措置の要求や職員に対する不利益処分を審
　査し、必要な措置を行う行政委員会です。香美町では、地方公務
　員法の規定に基づき、但馬の市町で共同設置した“但馬公平委員
　会”で、事務処理が行われています。

人事行政運営などを公表
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※役場各課など主な施設の電話番号は、13 ページにあります。

※職員の採用方法は、試験による採用と選
　考による採用の 2種類があります。選考
　による採用は、免許を必要とする職など
　に限られています。
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 【 差し押さえ物件の売却 】インターネット公売を始めます

　町税などの滞納処分によって差し押さえた財
産を、ヤフー株式会社のインターネット公売シ
ステムを利用し、競り売りで売却します。
●参加申込期間
　平成 20 年 1月 8日（火）13 時から
　平成 20 年 1月 21 日（月）17 時まで
●せり売り期間
　平成 20 年 1 月 23 日（水）13 時から
　平成 20 年 1 月 25 日（金）14 時まで
●代金納付期限
　平成 20 年 2月 1日（金）14 時 30 分まで
●公売物件
　動産（ピアノ
　・自転車など
　約 15 点）
●参加申込方法
　インターネットからの参加となります。
　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/
　（１月８日公開予定）

●参加資格
　一部の例外を除き、20 歳以上の
人であればどなたでも参加できます
が、公売保証金の納付が必要です。
●下見会
　公売物件を実際に見ることができる下見会を
開催します。落札した物件は、返品することが
できませんので、事前によく見て参加してくだ
さい。(下見会の参加申し込みは不要 )
・とき
　平成 20 年 1月 13 日（日）10 時～ 15 時
・ところ
　役場本庁舎１階第１会議室
●そのほか
　町のホームページでも公売に関する情報を提
供する予定です。なお、事情により、公売を中
止することがあります。
●問い合わせ先
　役場総務部税務課

　税の公平性確保のため、滞納処分として、財産（預金・給与・動産・不動産など）の差し
押さえを強化しています。税金の期限内納付にご協力いただきますようお願いいたします。

　
1 月 31 日までに！固定資産の異動申告をお忘れなく

　固定資産税は、毎年1月１日現在の土地、家屋、償却資産に課税されます。資産の内容（利用状況など）
に異動があった場合には、１月 31 日までに必ず申告や届出をお願いします。

●家屋の異動
　家屋を新築・増築・取り壊した場合には、必
ず申告してください。なお、住宅を改修した場
合には、次の減額制度があります。
・住宅耐震改修に伴う減額
　昭和 57 年１月１日以前から存在する住宅を現
行建築基準法の耐震基準に適合した住宅に改修
した場合
・バリアフリー改修に伴う減額
　高齢者、障害のある人が居住する平成 19 年１
月１日以前から存在する住宅をバリアフリー改
修した場合
●償却資産の異動
　漁業、農業、民宿・旅館業、商工業などの事
業のために使用する船舶、機械、器具・備品な
ど（所得税・法人税の申告の際に減価償却費と
して経費に算入されるもの。ただし、自動車・
軽自動車税が課税されているもの、少額の一括
償却資産は除く）は「償却資産」として固定資
産税の課税対象となります。
　事業を行っている人で、償却資産を所有して
いる場合は、必ず申告してください。
●問い合わせ（申告）先　
   役場総務部税務課

行政トピックス

【住宅用地は、税を軽減する特例措置があります】
　平成 19 年中に、住宅用として利用している宅地
の利用状況を変更した場合や、住宅用地から住宅用
地以外に変更した場合、また、住宅用地以外から住
宅用地に変更した場合には、必ず申告してください。

○小規模住宅用地
・200㎡以下の住宅用地（200㎡を超える場合は住宅
　１戸あたり 200㎡までの部分）を小規模住宅用地
　といいます。
・小規模住宅用地の税額については、住宅用地以外
　の宅地のおよそ６分の１となります。

○その他の住宅用地
・小規模住宅用地以外の住宅用地を“その他の住宅
　用地”といいます。
　例：1,000㎡の住宅用地に住宅が 3戸建っていれ
　　　ば、600㎡（200㎡× 3 戸）が小規模住宅用
　　　地で、残りの 400㎡がその他の住宅用地とな
　　　ります。
・その他の住宅用地の税額については、住宅用地以
　外の宅地のおよそ３分の１となります。

●土地の異動
　土地は、その利用状況により税額が異なりま
すので、利用状況（農地・山林・宅地など）に
異動があった場合には、必ず申告してください。
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 平成 20 年度 保育所園児募集

　各保育所（園）では、５歳児まで（小学校に入るまで）のお子さんを保育しています。保育時間
は通常、午前８時から午後４時までですが、早朝や夕方の延長保育も行っています。就業や介護な
どご家庭でお子さんを保育できない場合はご利用ください。

施　設　名 電　話　番　号 定員数
柴山保育所 ℡0796・37・0352 45
みなと保育園 ℡0796・36・1053 90
青葉保育園 ℡0796・36・3135 90

福岡保育所 ℡0796・96・0240 40

宝樹保育園 ℡0796・98・1234 45

どんぐり保育園 ℡0796・95・0044 40
小北へき地保育所 ℡0796・97・2010 35
忠宮へき地保育所 ℡0796・97・2039 40
秋岡へき地保育所 ℡0796・97・2117 35

●募集人数（定員）

各月初日の階層区分 徴収金基準額（月額：円）

階層 定　　義 ３歳未満児 ３歳以上児

第１ 生活保護法による被保護世帯 0 0

第２
第 1･4･5･6･7
階層を除き、
前年度分の所
得の市町村民
税額の区分

市町村民税
非課税世帯

7,200 4,800

第３
市町村民税
課税世帯

16,500 14,000

第４ 第 1階層を除
き、前年分の
所得税額の区
分（住宅取得
等特別控除は
反映せず定率
減税後の額）
　

  72,000 円未満 22,500 20,200

第５
  72,000 円以上
180,000 円未満

28,900 26,900

第６
180,000 円以上
459,000 円未満

33,500 31,900

第７ 459,000 円以上 36,000 34,600

●平成１9年度保育料（参考）

●申し込み方法
　入所申込書など（役場、各地域局にあります）
に必要事項を記入し、役場健康福祉部福祉課、
各地域局健康福祉課に提出してください。

●申込期限
　12 月 27 日（木）
　※期限後も申し込みは可能ですが、入所決定
　　が遅れることがあります。
　※平成 20年 4月以降も入所が必要となった
　　場合は、随時申し込みを受け付けます。

●問い合わせ先　
　役場健康福祉部福祉課、各地域局健康福祉課   

▲みんなが楽しみ“お誕生会”（11 月 15 日、福岡保育所）
※各へき地保育所は、小代区内に住所をお持ちの 3歳
　以上就学前のお子さんを対象とします。

●
生
活
環
境
改
善
事
業
功
労
者

　

…
環
境
衛
生
・
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献

　

【
環
境
大
臣
表
彰
】

　

・
山
本 

初
太
郎
さ
ん
（
香
住
区
守
柄
）

●
統
計
功
労
者
表
彰

　

…
統
計
調
査
推
進
に
貢
献

　

【
総
務
大
臣
表
彰
】

　

・
野
村 

尚し

ょ

う

じ司
さ
ん
（
村
岡
区
川
会
）

　

・
池
本 

久
子
さ
ん
（
香
住
区
西
香
住
）

　

【
知
事
表
彰
】

　

・
岡
村 

昌
美
さ
ん
（
小
代
区
忠
宮
）

　

【
知
事
感
謝
】

　

・
森 

千
佳
子
さ
ん
（
香
住
区
若
松
）

　

・
山
口 

浩
子
さ
ん
（
香
住
区
香
住
）

●
兵
庫
県
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
表
彰

　

…
環
境
教
育
に
積
極
的
な
取
り
組
み

　

・
町
立
兎
塚
中
学
校

●
兵
庫
県
自
治
賞

　

…
地
域
の
自
治
・
活
性
化
に
貢
献

　

・
井
上 

一
郎
さ
ん
（
小
代
区
実
山
）

　

・
上
田 

孝
さ
ん
（
香
住
区
西
香
住
）

　

・
西
田 

英
雄
さ
ん
（
村
岡
区
耀
山
）

●
兵
庫
県
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

　

【
防
犯
功
労
者
】
…
地
域
の
安
全
確
保
に
貢
献

　

・
川
本 

源げ

ん

だ

ゆ

う

太
夫
さ
ん
（
香
住
区
梶
原
）

　

・
小
林 

正
和
さ
ん
（
香
住
区
上
計
）

　

・
西
谷 

治
さ
ん
（
村
岡
区
福
岡
）

●
兵
庫
県
技
能
顕
功
賞
（
杜
氏
）

　

…
も
の
づ
く
り
の
技
能
向
上
に
貢
献

　

・
藤
沢 

和
隆
さ
ん
（
小
代
区
水
間
）

　
　
　
　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

町
内
か
ら
表
彰
受
賞
者
が
あ
り
ま
し
た

※平成 20年４月１日から変更になります。　
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行政トピックス

 

個
人
住
民
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が
減
額
と
な
り
、

控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
人

で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
額
が

あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
住
民
税
（
所
得
割
）

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
平
成
20
年
以
降
、
住
民

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め

に
は
、
毎
年
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

い
額
が
発
生
し
た
場
合
、
平
成
20
年
３
月
17
日

ま
で
に
、
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い

の
市
区
町
へ
「
市
町
村
民
税
道
府
県
民
税
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き

　

き
れ
な
か
っ
た
人

　

☆
申
告
期
限 
平
成
20
年
3
月
17
日
ま
で

●
平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
て
、
所
得
税
が

　

課
さ
れ
な
く
な
っ
た
人

　

☆
申
告
期
限 

平
成
20
年
7
月
1
日
〜
31
日
ま
で

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率
の
変
更
に
よ

る
税
負
担
の
軽
減
の
影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税

率
の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影
響
の
み

を
受
け
る
人
に
つ
い
て
は
、
既
に
納
付
済
み
の

平
成
19
年
度
分
の
住
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲

に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当
額
を
還
付

し
ま
す
。

　

所
得
変
動
に
伴
う
住
民
税
の
還
付
を
受
け
る

た
め
に
は
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
分
を
課
税
し
た
平
成
19
年
１
月

１
日
現
在
お
住
ま
い
の
市
区
町
へ
減
額
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
市
区
町
村
へ

転
居
さ
れ
た
人
は
申
告
先
を
お
間
違
え
に
な
ら

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
総
務
部
税
務
課

●「小代区中央公民館に図書 94冊」
　　平成 15 年から計 468 冊を寄贈
　　小代写経クラブ　やよい会 

　　代表　明
あ け ぼ の

保能明美さん

●「軽貨物自動車（バン）1台」
　　香住交通安全協会
　　会長　小柴邦雄さん

寄贈いただきました
　

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年

1
月
1
日
現
在
の
状
況
で
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
て
い

ま
す
。
選
挙
権
は
あ
っ
て
も
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
委

員
選
挙
の
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人
は
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
条
件

　

昭
和
63
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま

れ
、
平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
、
町

内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人 

①
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

　

る
人

②
①
の
人
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

　

の
配
偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60

　

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

③
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

 

香
美
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請

申告が
必要です

　

る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社

　

員
ま
た
は
株
主
で
、
年
間
お
お
む

　

ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

　

る
人

●
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
書
の
提
出

　

申
請
書
は
、
平
成
19
年
1
月
1
日

現
在
で
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
は
、
区
長
（
自
治
会
長
）
さ
ん
を

通
じ
て
配
布
し
ま
す
の
で
、
指
定
の

日
ま
で
に
区
長
（
自
治
会
長
）
さ
ん

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
人
は
、
役
場
産
業
部

農
林
水
産
課
、
各
地
域
局
農
林
建
設

課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
で
1
月
10

日（
木
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
（
申
請
）
先

　

役
場
産
業
部
農
林
建
設
課

　

各
地
域
局
農
林
建
設
課
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第
3
回
香
美
町
子
牛
品
評
会
（
後
期
の
部
）

　

11
月
9
日
、
新
温
泉
町
の

美
方
郡
農
村
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
3
回
香

▲雄・雌の部　1等賞 1席「みやときふく」

▲去勢の部　金賞 1席「田福」

▲関係者の視線が集まるなか、審査が進む。

美
町
子
牛
品
評
会
後
期
の
部
。
今
年
4
月
か
ら
6

月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
牛
41
頭
（
雄･

雌
の
部

32
頭
、
去
勢
の
部
9
頭
）
が
出
場
。
審
査
の
結
果

（
上
位
入
賞
者
）
は
、
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
雄
・
雌
の
部
】
1
等
賞
▼
1
席 

み
や
と
き
ふ
く

（
今
井
正ま

さ

と人
・
小
代
区
秋
岡
）、
2
席 

お
お
み
ぞ

２
（
門
垣
馨
・
小
代
区
実
山
）、
3
席 

な
み
ひ
ろ

ふ
く
（
上
田
伸
也
・
村
岡
区
宿
）、
4
席 

き
く
ひ

め
ふ
く
（
井
上
哲
也
・
村
岡
区
熊
波
）、
5
席 

ふ

じ
２
（
小
林
義
富
・
小
代
区
貫
田
）【
去
勢
の
部
】

金
賞
▼
1
席 
田た

ふ

く福
（
田
野
寅
男
・
小
代
区
新
屋
）、

2
席 

幸ゆ

き

よ

し芳
（
諏
訪
幸
雄
・
村
岡
区
熊
波
）、
3
席 

宮み

や

て

る照
（
朝
倉
久
子
・
小
代
区
野
間
谷
）　

　

雄
・
雌
の
部
で
1
等
賞
1
席
と
な
っ
た
今
井
正

人
さ
ん
は
「
町
が
合
併
し
て
か
ら
初
め
て
1
等
賞

1
席
に
な
り
ま
し
た
。
母
親
と
２
人
で
が
ん
ば
っ

て
育
て
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

 

屋
根
の
雪
お
ろ
し
費
用
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す  

　

町
で
は
、
住
居
の
屋
根
の
雪
お
ろ
し
を

自
力
で
行
う
こ
と
が
困
難
な
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
屋
根
の

雪
お
ろ
し
費
用
に
対
す
る
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
屋
根

の
雪
お
ろ
し
費
用
の
一
部
助
成
金
支
給
事

業
に
よ
る
助
成
金
受
給
者
（
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
等
）
で
、
助
成
金
の
算
定
額
が
、

同
一
年
度
内
に
お
い
て
２
万
５
千
円
を
超

え
る
人

●
補
助
金
の
額

　

香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
助
成
金

の
算
定
額
か
ら
２
万
５
千
円
を
除
い
た
額

で
、
１
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
申
請
時
期
お
よ
び
提
出
書
類

　

業
者
へ
の
支
払
い
終
了
後
、
毎
年
度
3

月
末
日
ま
で
に
申
請
書
お
よ
び
費
用
明
細

書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先

　

役
場
福
祉
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

　

高
齢
者
世
帯
な
ど
で
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し

を
業
者
に
頼
ん
だ
時
に
、
支
払
わ
れ
た
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

次
の
①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

A
か
ら
D
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

① 

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

② 

一
人
暮
ら
し
の
障
害
者
世
帯

③ 

75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

④ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
障
害
者
の
二
人

　

  

暮
ら
し
の
世
帯

A 

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
助
成
金
を
受
け
よ

　

 

う
と
す
る
家
に
住
ん
で
い
る
こ
と

B 

住
ん
で
い
る
家
が
自
家
で
あ
る
こ
と

C 

住
ん
で
い
る
人
の
町
民
税
が
非
課
税
、
ま

　

 

た
は
均
等
割
の
み
で
あ
る
こ
と

D 

扶
養
義
務
者
の
市
町
民
税
が
非
課
税
、
ま

　

 

た
は
均
等
割
の
み
で
あ
る
こ
と

●
助
成
額　

　

作
業
員
１
人
当
た
り
時
間
単
価
４
千
円
の

う
ち
の
１
千
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

※
支
払
い
を
先
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

※
１
世
帯
に
１
年
間
に
助
成
で
き
る
限
度

　
　

額
は
２
万
５
千
円
ま
で
。

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先

   

香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
本
所
）　
　

   　
　
　
　

℡
０
７
９
６
・
39
・
２
０
５
０

   

香
住
支
所
℡
０
７
９
６
・
36
・
２
７
５
８

   

村
岡
支
所
℡
０
７
９
６
・
98
・
１
０
０
０

   

小
代
支
所
℡
０
７
９
６
・
97
・
２
２
０
２ 

 

香
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
屋
根
の

  

雪
お
ろ
し
費
用
の
一
部
助
成
金
支
給
事
業
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行政トピックス

 特色ある活動で地域の活性化に取り組む“がんばる団体”のご紹介！　　

 私たち、こんなことに取り組んでいます！

少しでもお役に立てればと… 　香住地区 声の広報 カナリヤ

　平成 2年に発足した“声の広報 カナリヤ”。
現在、中学生から大人まで20人の会員で分担し、
毎月、町が発行する「広報ふるさと香美」を読

み上げ、カセットテープに録音しています。で
きあがったテープは、香住区内の目の不自由な
人や、目は見えていても身体的に本などを読む
ことができない人などに、社会福祉協議会を通
じて配布しています。町の広報紙のほか、新聞
のニュースや、ご希望に応じて本を読んで録音
することも行っています。
　会長の渡辺節子さんは「広報紙などは文字だ
けでなく、写真や表などが掲載してあります。
聞いてくださる方に、こういうものをいかにう
まく伝えられるかと悪戦苦闘します。読んでほ
しいと依頼されると、必要とされていてとても
うれしく思います。今後は香美町全域に活動の
輪が広がるように続けていきたいです」と語っ
てくれました。

活動を通し、みんなが楽しく暮らしたい　香住区　五
ご り ん

輪の友（小原）

　小原区内の 30 代から 60 代の青壮年 35 人ほ
どからなる「五輪の友」。もともと地元の青壮
年の交流の場としてあった集まりを引き継いだ

もので、今は集落奥の五輪山にちなみ、この名
前になっています。会員がアイデアを出し合い、
集落の活性化に取り組んでいます。
　平成元年には集落奥のシコベ谷に、小屋など

をつくり、住民が憩える公園「輪
り ん こ う え ん

光園」を整備。
毎年夏には、そこを拠点に魚のつかみ捕りやそ
うめん流しなど、住民みんなで楽しむ“しこべ
祭り”を開催しています。今年 17 回を数えた

この祭りも、すっかり住民に定着しました。　

　会長の長
ちょうのう

濃 孝さんは「イベントなどの取り組
みはもちろん、幅広い年齢層が集まるこの会は、
世代を越えて気兼ねなく話ができ、住民同士の
大切な交流の場となっています。いつまでも“村
の交流の場”として続いていってほしい」と語
られました。

ふるさとの思い出づくり、村づくり 　射添地区 川会芸能保存会（川会）

　平成元年に発足した川会芸能保存会。地元に
江戸時代から受け継がれてきた芸踊りを伝承し
守っていく取り組みを行っています。

  幼稚園から中学生まで全員をメンバーとする
“子供芸踊り”は、地元の盆踊りで披露すると
ともに、中学生のグループが射添地区伝統芸能
大会に参加するほか、1年に 1回老人ホームで
ボランティア出演などを行っています。また、
青年層が中心の“長楽太鼓”（現在メンバー15人）
は、町内外のイベントに出演するなど活躍して
います。このように“ふるさとの思い出づくり”、
そして“村づくり”につながるよう取り組んで
います。
  代表の中村重信さんは「村の活性化を図るこ
とはとても大切なこと。少子高齢化で後継者
を集め育てることが難しくなっていますが、こ
れからも区民が結集し活動を続けていきたいで
す」と抱負を語ってくれました。
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求　人　情　報 ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 19 年 11 月 20 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

所在地 事業所名 職種 年齢 人数 所在地 事業所名 職種 年齢 人数

香住区若松　 (有)K-SIN TRANSPORT 運転手 不問 5 香住区矢田 兵庫県立香住高等学校 校務員（～ H20.3.31） 不問 １

香住区一日市 但馬ディーゼル(有) 一般事務 不問 １ 香住区香住　 酒膳 めいぷる 接客係 不問 1

香住区加鹿野 ㈱香住自動車教習所 教習指導員 不問 1 香住区森 ㈱伸和ﾗﾋﾟｯﾄｸﾘｰﾆﾝｸﾞ香住工場 クリーニング仕上げ 不問 1

香住区下岡 香住食研㈱ 食品製造 不問 2 香住区七日市 ヤマモトロープ 販売・事務 不問 3

香住区香住　 (有) アイ・ティ 店長・副店長 不問 2 香住区境　　 ㈱香美町観光公社 接客係 不問 3

香住区隼人 マルカツ水産㈱ 工場管理者 不問 1 香住区香住 ライム ライト 接客係 不問 2

村岡区宿 上田畜産 畜産業務 34 以下 1 神戸市中央区 富士産業㈱神戸事業部 栄養士/管理栄養士（香美町）18～ 55 2

村岡区長瀬 山本工業
建築施工管理 不問 1

香住区下浜
民宿 太平
（4ヵ月以上、～ H20.3.25）

接客・調理など（8:00 ～ 12:00） 不問 2

電気工事ほか 不問 1 接客・調理など（14:00 ～ 18:00） 不問 2

村岡区福岡 ㈱西村工務店 建築施工管理技士 不問 1 接客・調理など（17:30 ～ 21:30） 不問 2

村岡区高井 (有) 中村建工 建築・管理・監督・設計 不問 1 香住区若松 ㈱共和食品 水産加工員 不問 3

村岡区入江 ㈱タノ 土木建築技術職 不問 2 香住区下浜 旅館 佐小 接客 不問 3

村岡区村岡 エイワ電器㈱
製造工員 39 以下 2 香住区浦上 (有) いわや 接客係 不問 ２

ﾏｼｰﾝｷｰﾊﾟｰ・ﾏｼｰﾝ基板検査員 39 以下 2

香住区浦上

(有) 三吉

（かに楽座 

甲羅戯）

4ヵ月以上
～ H20.3.25

旅館接客（7:30 ～ 12:00、
15:00 ～ 21:30、17:30 ～ 21:30）

不問 3
村岡区和田 北但西部森林組合 一般職員（H20.4.1～）24 以下 1

旅館接客
（7:30～21:30のうち8時間程度）

不問 1
▽パートほか（正社員以外）

所在地 事業所名 職種 年齢 人数 旅館雑用
（7:30 ～ 9:30、18:00 ～ 21:30）

不問 4
村岡区高井 入江精密工業 (有) アルミ部品の検査・軽作業 不問 1

村岡区村岡 エイワ電器㈱ 製造工員 39 以下 2 旅館雑用
（7:30～21:30のうち8時間程度）

不問 1
八鹿町八鹿 全但バス㈱ バス運転手（嘱託契約） 不問 5

村岡区大糠 ㈱コメリハードアンドグリーン村岡店 販売員（アルバイト） 不問 2 旅館清掃 不問 2

小代区神水
社会福祉法人
みかたこぶしの里

嘱託看護員（看護師） 不問 2 　　　　　　旅館の夜警と宿直 不問 2

臨時介護員（直接処遇） 不問 1 村岡区和池 ㈱グルメ杵やロッジかどま 接待応対 不問 1

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（10/31 ～ 11/30）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略） ※このコーナーは、先月（10/31 ～ 11/30）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　下 水 道 課　39・2053　　水　道　課　36・0420
議会事務局　36・1963　　村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香 住 分 室　36・3764　　小 代 分 室　97・3966
公立香住総合病院　36・1166　　公 立 村 岡 病 院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　　　　（全ての施設の市外局番：0796）

◆町職員に人事異動がありました◆
●異動（11月 1日付、氏名後のカッコ内は旧職）
・公立香住総合病院事務局次長（介護老人保健施設整備担当）　浜田光男（公立香住総合病院事務局次長）
・公立香住総合病院事務局次長　花登寿一郎（総務課課長補佐兼総務係長）

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

　

11
月
6
日
、
香
住
区
香
住
の

藤
原
良
長
さ
ん
（
74
歳
）
が
、「
子

ど
も
た
ち
に
こ
ん
な
大
き
な
船

で
世
界
中
を
旅
す
る
こ
と
も
で

き
る
ん
だ
」
と
い
う
夢
を
抱
い

て
も
ら
お
う
と
、
１
９
７
３
年

に
建
造
さ
れ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

豪
華
客
船
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
イ
キ

ン
グ
・
ス
カ
イ
号
の
１
０
０
分

の
１
の
模
型
を
香
住
小
学
校
に

寄
贈
。
模
型
の
船
体
は
ベ
ニ
ヤ

板
や
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど

で
作
ら
れ
、
雑
誌
の
写
真
な
ど

を
参
考
に
こ
の
春
か
ら
6
ヵ
月

か
け
て
完
成
し
た
も
の
。
船
の
模
型
を
作
り
始
め
て
50
年

に
な
る
藤
原
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
制
作
し
た
船
の
模

型
を
、
香
住
区
中
央
公
民
館
や
香
美
町
海
の
文
化
館
な
ど

に
寄
贈
、
現
在
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昭
和
51

年
に
同
校
に
寄
贈
さ

れ
た
貨
物
船
の
模
型

と
の
入
れ
替
え
で
、

図
書
室
に
飾
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
関
心

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

上
垣 

匠た
く
み

く
ん
（
香

住
区
森
、
3
年
生
）

は
「
こ
ん
な
の
は
、

見
た
こ
と
が
な
い
。

い
っ
ぱ
い
人
が
乗
れ

る
み
た
い
。
僕
も
乗
っ

て
み
た
い
」
と
興
味

深
げ
に
船
を
の
ぞ
き

込
ん
で
い
ま
し
た
。

藤
原
良
長
さ
ん 

豪
華
客
船
の
模
型
を
寄
贈

「
子
ど
も
た
ち
よ
、
大
海
原
に
旅
立
つ
夢
を
」

（
香
住
小
学
校
）

（
香
住
小
学
校
）

　

11
月
11
日
、
昨
年
12
月

に
吹
田
市
役
所
な
ど
で
開

催
し
た
余
部
鉄
橋
写
真
展

に
続
き
、
さ
ら
に
交
流
を

深
め
る
た
め
、〝
エ
コ
フ
ェ

ス
タin Expo P

ark

〞
で
、

香
美
町
フ
ェ
ア
を
行
い
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
海
の
ブ
ー

ス
、
山
の
ブ
ー
ス
、
観
光

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
の
3
テ
ン
ト

を
設
置
し
、
香
住
ガ
ニ
や

セ
コ
ガ
ニ
、
ア
マ
ゴ
の
塩

焼
き
、
野
菜
な
ど
海
や
山

の
特
産
品
の
展
示
販
売
に
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
松
葉
ガ
ニ
や
但
馬
ビ
ー
フ
な
ど
の
豪
華
商

品
が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選

会
も
、
大
変
好
評
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

町
は
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
き
っ
か
け
に
、
民
間
レ
ベ

ル
で
の
交
流
を
進
め
、「
吹
田

市
民
ま
つ
り
」
な
ど
さ
ら
に

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
吹

田
市
と
の
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
交
流
」
の
調
印
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

香
美
町
フ
ェ
ア
・
イ
ン 

吹
田

吹
田
市
の
皆
さ
ん
に
香
美
町
を

P
R

▲

アマゴの塩焼きも大人気

▲

図書室の一角に飾られた模型

▲特産品の買い物の後は、お楽しみ抽選会にチャレンジ

▲細部まで復元された模型船と藤原さん

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
託
し
、
ア
オ
ダ
モ
植
栽

ア
オ
ダ
モ
育
つ
50
年
後
の
自
分
に
手
紙

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

　

11
月
4
日
、
小
代
ド
ー
ム

東
側
の
山
の
斜
面
で
、
小

代
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
ア
オ
ダ
モ
植
樹
会
が

行
わ
れ
、
少
年
野
球
チ
ー
ム

（
小
代
美
少
ク
ラ
ブ
、
村
岡

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、
関
宮

Ｇジ

ャ

イ

ア

ン

ツ

Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ
）
の
代
表

ら
13
人
が
参
加
、
同
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
の
指
導
で
、

120
㎝
ほ
ど
に
育
っ
た
ア
オ

ダ
モ
の
苗
を
て
い
ね
い
に

植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

植
樹
に
参
加
し
た
小
代

美
少
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ
テ

ン
藤
村
敦あ

つ

や也
く
ん
は
「
50

年
後
に
、
こ
の
ア
オ
ダ
モ

か
ら
で
き
た
バ
ッ
ト
が
プ

ロ
野
球
で
使
わ
れ
て
い
た

ら
い
い
な
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ア
オ
ダ
モ
が
成
木
に
な

る
50
年
後
に
開
封
す
る

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
用
意

さ
れ
、
児
童
ら
は
そ
れ
ぞ

れ
50
年
後
の
自
分
に
あ
て

た
手
紙
を
納
め
て
い
ま
し

た
。

▲

参加者の皆さん

植えた苗木を優しく杭に結びつける児童たち▲
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11
月
14
日
、
営
業
開

始
か
ら
40
周
年
を
迎
え

る
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー

場
で
、
例
年
よ
り
少
し

早
め
の
人
工
雪
ゲ
レ
ン

デ
の
造
雪
作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
29

日
に
は
、
同
ス
キ
ー
場

で
町
内
で
最
も
早
い

「
冬
山
開
き
安
全
祈
願

祭
」
が
行
わ
れ
、
関
係

者
ら
が
山
の
安
全
と
ス

キ
ー
客
で
の
賑
わ
い
を

祈
願
し
ま
し
た
。

  

昨
年
は
、
今
ま
で
に
無
い
暖
冬
の
影
響
で
、
入
り
込
み

客
数
も
例
年
の
お
よ
そ
半
分
に
落
ち
込
み
、
町
内
の
各

ス
キ
ー
場
は
大
変
厳
し
い
年
で
し
た
。

　

本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
到
来
が
間
近
に
迫
り
、
町
内
の
4

つ
の
ス
キ
ー
場
で
は
、
現
在
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
着
々

と
準
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
目
前

ス
キ
ー
・
ボ
ー
ド
の
準
備
は
で
き
て
ま
す
か
？

（
村
岡
区
・
小
代
区
）

（
村
岡
区
・
小
代
区
）▲ 11 月 14 日、ハチ北高原スキー場の造雪の様子

▲

ハチ北高原スキー場冬山開き安全祈願祭の様子

  

松
葉
ガ
ニ
漁
が
解
禁
と

な
っ
た
11
月
6
日
、
香
住
区

の
柴
山
港
で
、恒
例
の〝
祝
！

か
す
み
松
葉
ガ
ニ
初
セ
リ
ま

つ
り
〞
が
行
わ
れ
、
と
れ
た

て
の
松
葉
ガ
ニ
を
求
め
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

柴
山
保
育
所
の
園
児
に
よ
る

お
み
こ
し
行
進
や
柴
山
小
学

校
の
児
童
ら
に
よ
る
演
奏
な

ど
が
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
、
と
れ
た
て
の
セ
コ
ガ

ニ
汁
や
エ
ビ
汁
、
海
産
物
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
た
ほ
か
、
も
ち
ま
き
や
〝
松
葉
ガ
ニ
の
せ
り
値
当

て
ク
イ
ズ
〞
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

柴
山
港
で
は
、
但
馬
で
一
番
早
い
12
時
30
分
に
、
鐘
の

音
と
と
も
に
現
れ
た
競せ

り
人
の
威
勢
の
よ
い
か
け
声
で
初

競
り
が
始
ま
り
、
最
高
値
と
な
る
１
匹
６
万
６
６
６
０
円

で
競
り
落
と
さ
れ
た
カ
ニ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

県
但
馬
水
産
事
務
所
に
よ
る
と
、
但
馬
全
体
の
初
日
の

水
揚
げ
量
は
44
・
2
ｔ
、
販
売
金
額
は
１
億
３
７
３
７
万

２
千
円
で
ほ
ぼ
昨
年
並
み
と

の
こ
と
で
し
た
。
香
美
町
で

は
、
Ｊ
Ｆ
但
馬
香
住
本
所
が

水
揚
げ
量 

雄
0.6
ｔ
、
雌
4.4
ｔ
、

販
売
金
額
１
５
６
７
万
７
千

円
（
キ
ロ
単
価 

雄
８
１
５
６

円
、
雌
２
４
４
２
円
）、
同

柴
山
支
所
が
水
揚
げ
量 

雄
0.9

ｔ
、
雌
6.0
ｔ
、
販
売
金
額
２

０
６
３
万
７
千
円
（
キ
ロ
単

価 

雄
９
１
０
３
円
、
雌
２
０

８
１
円
）
で
し
た
。

 
祝
！
か
す
み
松
葉
ガ
ニ
初
セ
リ
ま
つ
り        

        

  
初
物
求
め
、
大
勢
で
賑
わ
う

初
物
求
め
、
大
勢
で
賑
わ
う（

香
住
区
）

（
香
住
区
）大勢の観光客も興味津々に見学する初セリ▲

▲

温かい汁に児童たちも大満足

　

11
月
26
日
、
子
ど
も
た

ち
に
町
内
の
旬
の
味
覚
を

満
喫
し
て
も
ら
お
う
と
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
香
住

水
産
業
振
興
協
会
が
町
内

の
各
小
中
学
校
の
給
食
に

セ
コ
ガ
ニ
２
１
７
０
枚
を

提
供
。
児
童
ら
は
香
美
町

な
ら
で
は
の
ご
馳
走
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
代
小
学
校
４
年
生
の

藤
村
泰た

い

が河
く
ん
は
「
い
つ

も
は
、
お
父
さ
ん
が
カ
ニ

を
買
っ
て
き
て
く
れ
て
、

鍋
料
理
と
か
を
し
て
く
れ

る
け
ど
、
給
食
で
も
食
べ

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い

で
す
。
カ
ニ
ミ
ソ
の
部
分

が
一
番
お
い
し
い
で
す
」

と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
柴
山
小
学
校
と

同
幼
稚
園
に
は
11
月
20
日

に
も
但
馬
漁
業
協
同
組
合

柴
山
支
所
の
ご
厚
意
で
給

食
に
セ
コ
ガ
ニ
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
給
食
で

カ
ニ
を
食
べ
た
こ

と
は
、
ず
っ
と
ふ

る
さ
と
の
思
い
出

と
し
て
残
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

学
校
給
食
に
セ
コ
ガ
ニ
提
供

「
ど
ど
ー
ん
と
、
カ
ニ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

▲

黙々とカニの身を取り出す小代小の児童

▲カニを手に喜ぶ柴山小 3年生（写真左写真）と村岡小 3年生（右写真）

 　

町
内
の
各
ス
キ
ー
場
の

オ
ー
プ
ン
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場

　

12
月
19
日

・
ス
カ
イ
バ
レ
イ
ス
キ
ー
場

　

12
月
22
日

・
お
じ
ろ
ス
キ
ー
場

　

12
月
22
日

・
ミ
カ
タ
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

　

12
月
22
日
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★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

話題づくりがまちづくり

世界三大珍味ここにあり !!
夢はどんどん膨らみます

チョウザメ（キャビア）
小代内水面組合（℡0796・97・3125）

　スッポンの養殖を行っている小
代区神水の内水面組合では、フォ
アグラ、トリュフと並ぶ世界三大
珍味のキャビア（チョウザメの卵）
を毎年この時期に販売していま
す。平成 9年からチョウザメの養
殖を始め、平成 17 年 12 月に初
めて、びん詰めの「フレッシュキャ
ビア」50 個を限定販売。塩分控
え目、新鮮でキャビア本来の味が
楽しめると大変好評だそうです。
　また、チョウザメは、ヨーロッ
パでは「ロイヤルフィッシュ」、
中国でも「エンペラーフィッシュ」
と呼ばれ、国王にも献上されるほ
どの高級食材。肉はもちろん、皮、
内臓、骨に至るまで捨てるところ
が無いと言われます。
　中国などの養殖現場を視察し、
研究に余念のない同組合長 増田
時雄さん（小代区大谷、上写真）
は「将来は養殖場を規模拡大し、
小代の子どもたちがふるさとの
チョウザメを自慢できるような立
派な施設にしていきたい。夢がま
た夢を呼び、どんどん膨らんでい
きます」と熱く語っていました。
　臭みなどが少なく品質の高い同
組合のチョウザメ（キャビア）は、
国内外での評価も高く、高級料理
店などからも注目されています。

▲ビン詰めされるキャビア

▲▲ 150㎝以上の大物もいるとのこと

▲

▲

チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
な

か
で
も
、
最
高
級
の

キ
ャ
ビ
ア
が
と
れ
る
オ

オ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
（
ベ

ル
ー
ガ
）

　

今
回
、
松
葉
ガ
ニ
漁
の
解
禁
日
に
〝
栄
正
丸
〞

（
但
馬
漁
協
柴
山
支
所
所
属
）
に
乗
船
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
初
め
て
漁
の
様
子
、
船
内
で
の
作
業

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

解
禁
日
の
漁
は
、
初
セ
リ
に
間
に
合
う
よ
う

に
帰
港
す
る
た
め
、
港
か
ら
2
時
間
ほ
ど
の
沖

合
い
で
網
を
入
れ
ま
す
。
作
業
工
程
は
、
網
を

引
く
の
に
約
1
時
間
、
網
を
揚
げ
、
雄
ガ
ニ
・

セ
コ
ガ
ニ
・
カ
レ
イ
・
バ
イ
ガ
イ
な
ど
を
選
別

す
る
の
に
約
1
時
間
。
船
員
は
、
網
を
引
い
て

い
る
間
に
仮
眠
し
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
の
振
動
や

波
で
揺
れ
る
な
か
、
寝
た
か
寝
て
な
い
か
分
か

ら
な
い
う
ち
に
次
の
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
大

漁
の
と
き
は
、
う
れ
し
い
反
面
、
選
別
に
時
間

が
か
か
り
結
局
仮
眠
せ
ず
に
次
の
網
を
揚
げ
る

こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。
解
禁
日
は
一
晩
で
港

に
帰
り
ま
す
が
、
通
常
3
〜
5
日
は
漁
に
出
た

ま
ま
。
昼
夜
を
問
わ
ず
、
先
ほ
ど
の
サ
イ
ク
ル

が
続
く
と
て
も
過
酷
な
仕
事
で
す
。
小･

中
学

校
で
給
食
に
セ
コ
ガ
ニ
が
出
ま
し
た
が
、
た
だ

食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
食
べ
物
が
ど
の
よ

う
に
し
て
と
れ
た
の
か
を
知
る
こ
と
も
大
切
な

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　

（
今
西
）

まちのうごき
（平成 19年 11 月 1日現在）

合　計　22,059 人（－ 15）

　男　　10,511 人（－　8）

　女　　11,548 人（－   7）

世帯数  6,982 世帯（－   1）
カッコ内は前月比




